
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 図書委員の仕事の一つに、新着図書を紹介す 

るポスターの作成があります。右の写真は、今 

月のポスターの一部です。職員室中央扉横や図 

書館入口前などの掲示板に、ポスターが月ごと 

に貼り替えられます。図書委員の力作をご覧く 

ださい！ 

 社会学者として著名な上野千鶴子さんに、『女 

の子はどう生きるか－教えて、上野先生！』（岩 

波ジュニア新書、2021年）という本があります。 

著者が女子高校生からの質問に答えるという形 

で、日本社会に置かれた女性たちの構造的な不平等に関して、実例を交えながら解説しています。その

見解を、男子高校生も参照すべきでしょう。本書の結論にて、「なんのための男女平等か」という問いに

対して、次の文章が記されています。「私たちが弱者として生まれ、弱者として死んでいくことを忘れな

いようにしましょう。そういう大事なことを教えてくれるのがフェミニズム－別の箇所で、「弱者が弱者

のまま尊重されることを求める思想」と定義されています－です。そしてそれを実現するためにあるの

が、男女平等です」。前号の「図書館通信」で紹介した『迷いのない人生なんて－名もなき人の歩んだ道』

に込められた希望、つまり、「子どもにとっても、大人にとっても、安心して失敗ができ、遠回りをして

も大丈夫と思える世の中であってほしい」に通じるものがあると思いました。著者の他の作品『最後の

講義 完全版 これからの時代を生きるあなたへ安心して弱者になれる社会をつくりたい』（主婦の友社、

2022年）や『こんな世の中に誰がした？ ごめんなさいと言わなくてもすむ社会を手渡すために』（光文

社、2024 年）も、「弱者」が安心・安全に生きていくためのヒントとして参考になるかと思います。ぜ

ひ読んでみてください。 

＊  ＊  ＊  ＊  ＊  ＊  ＊  ＊  ＊  ＊ 

 今年度の「校内読書週間」の企画テーマは「戦後 80年」です。11月 4日（火）の 

16時から、図書館 2階・多目的コーナーで開催される講演会では、フランスの「戦後 

80年」が取り上げられます。講師の南山大学国際教養学部・南祐三准教授より、以下 

のメッセージをいただきました。 

 

 

 

 

 

 

 

 フランスの「戦後」を通して、私たちの「戦後」を考える。知的興味をかき立てられるテーマです。

皆さん、講演会にぜひご参加ください！ 

  

第 18 号 ９月２２日（月） 

名 古 屋 経 済 大 学 

高蔵高等学校・中学校 発行 

フランスでは、ヴィシー時代（第二次世界大戦期フランスのこと）は長らく「過ぎ去らない過去」

と言われ続けてきました。それはなぜでしょうか？ 日本から遠く離れた国フランスの「戦後 80 年」

なんて、皆さんには想像つかないかもしれませんね。でもそれを知ることは、ヨーロッパ現代史を理

解するだけでなく、一見まったく異なる歴史的背景を持つ日本についてより深く考えることにもつな

がります。皆さんの興味の幅を広げられるようなお話ができればと思っています。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

上記のチラシは、図書館に置いてあります。興味

のある人は、ぜひお持ちください。 


